
３
第６９８号　福祉タイムズ　２０１０．１．１５

社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
人
権
侵

害
を
な
く
す
た
め
の
取
り
組
み

　

昨
年
度
、
県
下
の
社
会
福
祉
施
設

（
以
下
、
施
設
）
の
職
員
に
よ
る
利
用
者

へ
の
人
権
侵
害
な
ど
、
不
適
切
な
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
松
沢

県
知
事
は
、
不
祥
事
の
未
然
・
再
発
防

止
策
の
た
め
に
は
、
施
設
等
で
働
く
職

員
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
自
身
に
も
起

こ
り
う
る
人
権
意
識
の
問
題
と
し
て
受

け
止
め
て
い
た
だ
く
こ
と
、
管
理
監
督

の
立
場
に
あ
る
方
々
は
、
職
員
と
と
も

に
解
決
し
て
い
く
と
い
う
原
点
に
立
ち

返
る
こ
と
、
そ
し
て
県
と
し
て
は
、
職

員
研
修
の
実
施
や
必
要
な
指
針
の
作
成

な
ど
、
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
、
と
言
っ
た
緊

急
ア
ピ
ー
ル
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
月
に
は
県
保
健
福
祉
部
よ

り
県
所
管
の
児
童
・
障
害
・
高
齢
の
各

施
設
（
計
四
、
七
九
五
施
設
等
）
の
職

員
を
対
象
に
し
た
一
斉
点
検
が
実
施
さ

れ
（
回
収
率
七
六
・
八
％
）、
そ
の
点

検
結
果
を
踏
ま
え
、
六
六
・
六
％
の
施

設
が
人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
職
員
間
の

意
見
交
換
や
研
修
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
本
会
と
県
の
共

同
で
、
各
施
設
等
で
活
用
で
き
る
不
祥

事
防
止
策
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
よ
り
開
か
れ
た
施
設
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
苦
情
解
決
の
仕
組
み
の
活

用
等
の
周
知
を
図
り
実
効
性
の
あ
る
も

の
と
す
る
ほ
か
、
県
福
祉
監
査
指
導
課

内
に
、「
社
会
福
祉
施
設
等
職
員
の
透

明
な
職
場
づ
く
り
相
談
窓
口
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。（
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平
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）

　

そ
の
ほ
か
、
管
理
者
研
修
や
職
員
研

修
等
の
充
実
と
し
て
、
本
会
で
実
施
し

て
い
る
研
修
に
お
い
て
、
人
権
意
識
の

向
上
や
利
用
者
支
援
の
技
術
の
向
上
な

ど
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
来
る
二
月
九
日
午
後
一

時
か
ら
施
設
部
会
主
催
の
研
修
会
「
施

設
に
お
け
る
利
用
者
へ
の
権
利
侵
害
を

な
く
す
た
め
」
を
実
施
し
ま
す
。
主
な

内
容
と
し
て
は
、
施
設
側
か
ら
の
権
利

侵
害
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
内
容
と
生
じ

た
背
景
、
さ
ら
に
は
今
後
の
課
題
解
決

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
な
ど
の

事
例
発
表
や
、
権
利
侵
害
が
発
生
し
や

す
い
要
因
や
回
避
方
法
な
ど
、
参
加
者

と
の
意
見
交
換
を
通
し
人
権
を
考
え
て

も
ら
う
機
会
と
し
ま
す
。

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験　

合
格
状
況

　

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
五
日
、

「
第
十
二
回
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
県
内
五
カ
所
（
青
山
学
院
大

学
他
）、受
験
者
数
は
八
、〇
五
六
名
、合

格
者
は
一
、九
二
四
名（
合
格
率
二
三
・

九
％
）で
し
た
。受
験
者
数
は
平
成
十
年

の
第
一
回
試
験
に
次
ぐ
人
数
と
な
り
ま

し
た
。
職
種
別
の
合
格
者
は
表
の
と
お

り
で
す
。

　

引
き
続
き
県
内
の
介
護
福
祉
士
の
資

格
保
有
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
全
国
の
資
格
累
計
で
は
介
護
福
祉

士
と
看
護
師
が
ほ
ぼ
同
じ
割
合
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

合
格
者
に
対
す
る
実
務
研
修
は
二
月

上
旬
か
ら
、
本
会
、
横
浜
市
社
協
、
川

崎
市
社
協
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

（
介
護
支
援
専
門
員
支
援
担
当
）

比率（％）
（　）内は昨年度

合格者数（人）
（　）内は昨年度

職　　種

６８．９２（６８．４４）１，３２６（１，２８４）介護福祉士
６．９７　（６．２４）　１３４ （１１７）看護師
６．１３　（７．９４）１１８　（１４９）社会福祉士
５．８２　（４．６９）１１２　　（８８）介護等業務従事者
３．５３　（３．２５）６８　　（６１）相談援助業務従事者
１．５６　（２．３５）３０　　（４４）栄養士（管理栄養士を含む）
１．２５　（０．９６）２４　　（１８）歯科衛生士
０．９９　（１．２８）１９　　（２４）薬剤師
０．８８　（０．４８）１７　　（９）あん摩マッサージ指圧師
０．７８　（０．９１）１５　　（１７）作業療法士
０．７３　（１．２８）１４　　（２４）理学療法士
０．７３　（０．５３）１４　　（１０）保健師
０．４２　（０．３７）８　　（７）精神保健福祉士
０．３６　（０．４３）７　　（８）准看護師
０．３６　（０．０５）７　　（１）柔道整復師
０．２１　（０．０５）４　　（１）はり師
０．１６　（０．１６）３　　（３）言語聴覚士
０．１０　（０．０５）２　　（１）助産師
０．０５　（０．３２）１　　（６）歯科医師
０．０５　（０．０５）１　　（１）視能訓練士
０．００　（０．１６）０　　（３）医師
０．００　　（０）０　　（０）義肢装具士
０．００　　（０）０　　（０）きゅう師

１００（１００）１，９２４（１，８７６）計

平成２１年度介護支援専門員実務研修受講試験　職種（資格）別合格状況


